
－訓練の内容について－
●訓練の特徴

① 広島国道事務所と沿岸部を国道が通る自治体等が、初めて合同で取り組む防災訓練。

② 情報収集ツールの拡大策や各関係機関が持つ情報を相互に素早く共有化する訓練。

③ 広島国道事務所が保有するＣＣＴＶ画像情報を関係自治体に配信し、災害対応等において広くその活用を図る訓練。

④ ＣＣＴＶ画像配信に加え、大野町と広島国道事務所間においては、携帯電話を活用したＴＶ会議形式により、相互

の災害対策室を結ぶ情報連絡訓練。
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データ情報の収集

－凡例－

関係機関等との情
報の共有化

道路利用者か道路利用者か

らの情報提供らの情報提供

住民からの地域防災情報の通報住民からの地域防災情報の通報

自治体から避難勧告等の指示自治体から避難勧告等の指示

広島国道事務所

道路防災情報道路防災情報

の共有化の共有化

交通規制情報交通規制情報

の共有化の共有化

道路情報をインターネット道路情報をインターネット

により閲覧により閲覧

道路情報の提供道路情報の提供

潮位、風向、風速
データの集約

映像、波高デー映像、波高デー

タの集約タの集約

●合同防災訓練参加機関
－「国道２号沿岸部防災対策委員会」及び「国道３１号・１８５号沿岸部防災対策
委員会」に参画している下記機関－
日本道路公団中国支社、広島県広島地域事務所建設局、広島県広島地域事務所建設
局廿日市支局、広島県呉地域事務所建設局、広島県東広島地域事務所建設局、広島
県東広島地域事務所建設局竹原支局、廿日市市、大竹市、大野町、呉市、坂町、東
広島市、竹原市、中国地方整備局広島国道事務所

広島国道事務所


